
 

 

（様式第２号） 

令和８年７月１５日 

 

 

                          都市整備課長 

 

設計図書等への回答書 

 

  次の工事に係る質問について、回答を供覧します。 

 

 
工  事  名 

 

 
文化会館冷暖房送風装置等改修工事 

質 問 要 旨 

 
１． 図面番号：M-11 分類：配管架台・支持金物 

配管架台は既設再利用と考えてよろしいでしょうか。 
 

２． 図面番号：M-10 分類：機械基礎 
既設機械基礎を再利用可能と考えてよろしいでしょう

か。 
 

３． 図面番号：M-06～M-09 分類：ダクト内貼・点検範囲 
M-06～M-09 に記載の特記事項２について、点検対象範

囲は、各図に図示された全て（点線部含む）のボックス・

エルボ類と考えてよろしいでしょうか。それとも実践太

線で示す消音内貼更新対象のみでしょうか。点検対象範

囲をご教示ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

回 答 内 容 

 
１． 配管架台は、既設再利用を基本とします。ただし、著し

い腐食、変形その他により再利用が困難な箇所について

は、施工前に監督職員と協議のうえ、対応を決定するも

のとします。なお、配管支持金物、ボルト類等は更新し

てください。 
 

２． 既設機械基礎は、再利用を基本とします。施工に先立ち、

既設基礎の寸法、位置及び新設機器との取合いを確認し

てください。再利用が困難なことが判明した場合は、監

督職員と協議のうえ対応を決定するものとします。 
 

３． 点検対象は、M-06～M-09 に図示する既設ボックス・エ

ルボ類の全箇所とします。実線（太線）で示す箇所は、

消音内貼材の更新対象です。それ以外の点検対象箇所に

ついては、内部の状態を確認し、脱落又は剥離した内貼

材の回収・撤去及び内部清掃を行うものとします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


